
ら 
※
こ
こ
に
記
載
の
他
、
多
数
の
新
刊
図
書
が

入
っ
て
い
ま
す
。 
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由良町公民館だより 
 2022 秋号 
令和 4年 10月 １日 

 
中
央
公
民
館 

 
 

 
 

 
 

・
汝
、
星
の
ご
と
く 

 
 

（
凪
良 

ゆ
う
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
そ
し
て
誰
も
ゆ
と
ら
な
く
な
っ
た 

 
 

 
 

（
朝
井 

リ
ョ
ウ
） 

・
深
川
駕
籠 

ク
リ
粥 

 
（
山
本 

一
力
） 

・
思
春
期
の
ト
リ
セ
ツ 

（
黒
川 
伊
保
子
） 

・
未
完
の
美
学 

  
 

  

（
曾
野 
綾
子
） 

・
約
束
の
日  

安
倍
晋
三
試
論 

（
小
川 

榮
太
郎
） 

・
老
い
の
正
体 

認
知
症
と
友
だ
ち 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
森
村 

誠
一
） 

・
空
を
駆
け
る 

 
 

 
 

（
梶 

よ
う
子
） 

・
流
れ
る
星
を
つ
か
ま
え
に
（
吉
川 

ト
リ
コ
） 

・
祝
祭
の
子 

 
 

 
 

 

（
逸
木 

裕
） 

・
嘘
つ
き
ジ
ェ
ン
ガ 

 

（
辻
村 

深
月
） 

・
と
ん
こ
つ
Ｑ
＆
Ａ 

 
 

（
今
村 

夏
子
） 

・
や
っ
と
訪
れ
た
春
に 

 

（
青
山 

文
平
） 

・
幻
告 

 
 

 
 

 
 

（
五
十
嵐 

律
人
） 

・
宙
ご
は
ん 

 
 

 
 

（
町
田 

そ
の
こ
） 

・
一
心
同
体
だ
っ
た 

 

（
山
内 

マ
リ
コ
） 

児
童
書 

「
す
ご
い
毒
の
生
き
も
の
図
鑑 

わ
け
あ
っ
て
、
毒
あ
り
で
す
。」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

  

・ （日高郡由良町網代２４８－１２ ☎65-2418） 
・衣奈会館（日高郡由良町衣奈７６５－７  ☎66-0921） 
・白崎会館（日高郡由良町吹井９１０－２  ☎65-3510） 
 

 

衣
奈
会
館 

・
新
聞
少
女 

 
 

 

（
和
久
井 

基
生
） 

・
大
人
の
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
入
門
（
ヒ
ロ
シ
） 

・
月
夜
の
森
の
梟 

 

（
小
池 

真
理
子
） 

・
馬
鹿
み
た
い
な
話
！
（
辻 

真
先
） 

・
爆
弾 

 
 

 
 

 

（
呉 

勝
浩
） 

 

・
カ
レ
ー
の
時
間 

 

（
寺
地 

は
る
な
） 

・
人
と
の
距
離
を
、
整
え
る 

（
主
婦
と
生
活
社
） 

・
真
相
を
お
話
し
し
ま
す
（
結
城 

真
一
郎
） 

・
パ
リ
の
空
の
下
で
、 

息
子
と
ぼ
く
の
3000

日
（
辻 

仁
成
） 

・
鯉
姫
婚
姻
譚 

 
 

 

（
藍
銅 

ツ
バ
メ
） 

・
岡
田
斗
司
夫
ゼ
ミ
の
サ
イ
コ
パ
ス 

 
 

 
 

 
 

人
生
相
談
（
岡
田 

斗
司
夫
） 

・
そ
の
本
は 
（
又
吉 

直
樹
・ 

ヨ
シ
タ
ケ 

シ
ン
ス
ケ
） 

・
ぼ
く
ら
に
嘘
が
ひ
と
つ
だ
け
（
綾
崎 

隼
） 

・
終
活
中
毒  

 
 

 
（
秋
吉 

理
香
子
） 

・
財
布
は
踊
る 

 
 

 
（
原
田 

ひ
香
） 

・
ア
ナ
ベ
ル
・
リ
イ 

（
小
池 
真
理
子
） 

児
童
書 

「
わ
け
あ
っ
て
絶
滅
し
た
け
ど
、 

す
ご
い
ん
で
す
。」 

   
白
崎
会
館 

・
よ
ろ
ず
を
引
く
も
の 

お
蔦
さ
ん
の
神
楽
坂
日
記
（
西
條 

奈
加
） 

・
ブ
ー
タ
ン
、 

世
界
で
い
ち
ば
ん
幸
せ
な 

女
の
子
（
阿
川 

佐
和
子
） 

・
母
の
国
、
父
の
国 

（
小
手
毬 

る
い
） 

・
恋
ふ
ら
む
鳥
は 

 
 

（
澤
田 

瞳
子
） 

・
Ｎ 

 
 

 
 

 
 

 

（
道
尾 

秀
介
） 

・
お
い
し
い
ご
は
ん
が 食

べ
ら
れ
ま
す
よ
う
に 

（
高
瀬 

隼
子
） 

 

・
夜
に
星
を
放
つ 

 
 

 

（
窪 

美
澄
） 

・
季
節
の
つ
る
し
飾
り
と
ち
り
め
ん
細
工 

（
井
上 

重
義
） 

児
童
書 

「
あ
～
ん 

ぱ
く
っ
」 

「
い
っ
ぱ
い 

ぱ
く
っ
」 

「
ト
ー
マ
ス
、
に
っ
ぽ
ん
へ
や
っ
て
く
る
」 

「
ベ
イ
ビ
ー
・
ア
ン
パ
ン
マ
ン 

だ
～
れ
だ
？
」 

「
ね
こ
、
は
じ
め
ま
し
た 

１
～
５
巻
」 

「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー 

 
 

ソ
ー
ド
・
シ
ー
ル
ド 

１
～
４
巻
」 

  

７月２２日～８月４日まで由良町中央公民館ロビーで標記パネル展が実施されまし

た。この間多くの方の目に留まり、「和歌山と移民」についての理解が得られたものと思

います。 

 和歌山県は全国６位の移民県で、およそ 31,000 人が第２次世界大戦前に、その後、

2,000 人が北米・中南米・オーストラリアなどに移民として渡っています。このことは、

和歌山の一戸当たりの耕地面積が全国と比べ 6割程度しかないために、経済的な理由か

ら当然のことかもしれません。和歌山からの移民は、永住が少なくほとんどが出稼ぎ移

民で、現地で稼いだお金を故郷に送金して、当時の和歌山の暮らしを支えてきました。 

 由良町からは 231 人の方が移民として海外へ渡っています。この 231 人の移住先で

は、カナダが 104 人、アメリカは 45 人で、この２ヶ国で 65％を占めています。この

他、満州（18 人）、ブラジル（8人）、メキシコ（7人）、ハワイ（6人）、フィリピン（3

人）、上海（1人）、イギリス（1人）で 38人は移住先が不明です。 

地区別では、大引が 87人で最も多く、次いで多いのが衣奈の 38人、畑 31 人、阿戸

23 人、横浜 11 人、吹井 9人、門前 8人、里 7 人、戸津井 7人、神谷 6人、江ノ駒 3

人、三尾川 1人で、大半が漁業従事者で、次いで農業従事者の１次産業への従事者であ

ります。 

移民とは、経済的な理由で海外に移住して労働に従事することであり、当時は、大変

な迫害を受けながらも故郷を思い、一生懸命働き続けた人々の様子をパネル展の写真や

資料を通して見ることができ、そこからは、当時の苦労が計り知れないものだったと推

測されます。 

時は流れ、豊かで平和な時代が過ぎ、令和に入ってからは暗いニュースばかりが先行

し、大変な世の中であるからこそ「日本人は勤勉である」との誇りを思い出さずにはい

られないパネル展であったと思います。 

 

和歌山と移民（海外へ移住した先人の歴史）パネル展から 

 



 

           

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 

  

  

【
短
歌
】 

 

夕
さ
り
て
山
間
に
入
る
救
急
車
し
ば
ら
く
続
く
わ
れ
の
憶
測   

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

二
本
松 

せ
つ
子 

 
 

 
 

 
 

 

餌
を
求
め
飛
び
き
し
二
羽
の
青
鷺
は
青
田
の
中
を
し
づ
か
に
歩
く 

 
 

 
 

 
 
 
 
  

 

大
西 

克
恵 

 
 

青
き
田
に
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
を
す
く
ふ
と
て
は
し
ゃ
げ
る
子
ら
は
汗
だ
く
に
し
て  

  
 

坂
田 

ひ
ろ
美  

 
    

さ
ま
ざ
ま
に
咲
く
庭
の
花
高
地
な
る
墓
に
供
ふ
を
子
ら
に
頼
み
ぬ 

 
 

 
  

 
 
 
 
  

 

中
家 

か
よ
子 

 

梅
雨
明
け
の
猛
暑
に
潜
み
ゐ
し
蛙
小
降
り
の
雨
に
生
き
生
き
と
せ
り 

  
 

 
 
 
 
   

 

濱
田 

順
子 

早
朝
に
届
き
し
桃
は
知
ら
ぬ
間
に
赤
く
色
づ
き
く
る
に
お
ど
ろ
く 
 

 
 

  
 
 
 
   

 

寺
井 

由
美 

さ
は
さ
は
と
風
心
地
よ
し
由
良
川
辺
子
雀
二
つ
飛
び
交
ふ
夕
べ 

 
 

 
 

 
 
 
   

 
 

塩
路 

弘
子 

わ
が
畑
の
茄
子
と
ピ
ー
マ
ン
よ
り
採
り
て
夕
餉
と
な
せ
ば
ビ
ー
ル
は
す
す
む 

 
 
 
  

 
 

山
下 

清
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

  

 

孫
・
曾
孫
に
ぎ
は
ふ
今
日
の
空
澄
み
て
程
よ
き
風
に
鯉
は
游
げ
る 

 
 
 
 
 

二
本
松
せ
つ
子 

 
 

 
 

 
 

 

手
も
足
も
痛
み
こ
ら
へ
て
よ
た
よ
た
と
米
寿
の
我
は
令
和
を
生
き
む 

 
 
      

寺
井
冴
子 

 
 

 

参
詣
の
列
の
長
き
に
身
を
正
し
令
和
言
祝
ぎ
柏
手
を
打
つ 

 
 

 
 

 
        

山
下
清
美 

 
 

 

友
と
ゆ
く
龍
神
街
道
さ
は
や
か
に
山
の
緑
が
青
空
に
映
ゆ 

 
 

 
           

岩
崎
郁
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

手
入
れ
な
し
造
り
上
げ
た
る
樹
の
鳥
は
今
し
も
空
へ
飛
び
ゆ
く
ご
と
し 

 
 

 
 

白
樫
美
智
子 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
元
年
朝
霧
か
か
る
前
山

さ
き
や
ま

を
心
静
か
に
窓
越
し
に
見
る 

 
 

 
           

坂
田
ひ
ろ
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

移
り
来
て
終
の
棲
み
家
の
由
良
の
春
一
人
の
夕
餉
の
小
皿
が
一
つ 

 
 

       

大
西
克
恵 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
と
ふ
新
元
号
を
迎
え
た
り
連
休
の
日
々
を
子
ら
と
た
の
し
む 

 
 

 
  

 
 
 

中
家
か
よ
子 

 
 

 
 

 
 

つ
つ
じ
咲
く
五
月
の
庭
は
一
番
と
夫
よ
ろ
こ
び
ぬ
ひ
と
日
見
て
を
り 

 
 

 
 

 

細
川
ミ
チ
ヨ 

塩
害
に
強
く
切
ら
れ
し
木
犀
の
生
き
ゆ
く
証
真
紅
に
芽
ぶ
く 

 
 

           

濵
田
順
子 

友
に
貰
ひ
し
す
ず
ら
ん
の
花
一
輪
が
楠
の
根
方
に
今
朝
咲
い
て
を
り 

 
 

  
 
 
 

塩
路
弘
子 

  

 

 

  

 

【
短
歌
】 

 

も
は
や
師
に
逢
ふ
こ
と
な
け
む
白
崎
の
歌
碑
の
め
ぐ
り
を
秋
陽
あ
ま
ね
し 

 
 

二
本
松 

せ
つ
子 

 
 

 
 

 
 

 

朝
風
に
金
木
犀
の
香
の
た
か
く
黄
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
如
く
敷
き
積
む 

 
 

 
 

塩
路 

弘
子 

押
し
車
頼
り
に
野
道
歩
き
き
て
山
に
入
り
ゆ
く
夕
陽
を
拝
む 

 
 

 
 

 
 

 

中
家 

か
よ
子 

 
 

 
 

 

庭
先
の
枯
草
に
縋
る
カ
マ
キ
リ
は
動
か
ざ
る
ま
ま
や
は
き
陽
を
浴
ぶ 

 
 

 
 

濱
田 

順
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内
緒
話
耳
と
耳
を
く
っ
つ
け
て
何
も
聞
こ
え
ぬ
孫
の
頬
温
し 

 
 

 
 

 
 

 

坂
田 

ひ
ろ
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

晩
秋
の
静
け
き
雨
の
寒
々
と
枯
葉
は
小
枝
と
別
れ
ゆ
く
な
り 

 
 

 
 

 
 

 

大
西 

克
恵 

 
 

 
 

 
 

 

秋
天
を
見
上
ぐ
る
余
裕
の
出
で
し
日
小
さ
き
プ
リ
ン
を
わ
が
た
め
に
買
ふ 

 
 

山
下 

清
美 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
  

 
 
  

 
 

参
詣
の
列
の
長
き
に
身
を
正
し
令
和
言
祝
ぎ
柏
手
を
打
つ 

 
 

 
 

 
        

山
下
清
美 

 
 

 

友
と
ゆ
く
龍
神
街
道
さ
は
や
か
に
山
の
緑
が
青
空
に
映
ゆ 

 
 

 
           

岩
崎
郁
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

手
入
れ
な
し
造
り
上
げ
た
る
樹
の
鳥
は
今
し
も
空
へ
飛
び
ゆ
く
ご
と
し 

 
 

 
 

白
樫
美
智
子 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
元
年
朝
霧
か
か
る
前
山
を
心
静
か
に
窓
越
し
に
見
る 

 
 

 
           

坂
田
ひ
ろ
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

移
り
来
て
終
の
棲
み
家
の
由
良
の
春
一
人
の
夕
餉
の
小
皿
が
一
つ 

 
 

       

大
西
克
恵 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
と
ふ
新
元
号
を
迎
え
た
り
連
休
の
日
々
を
子
ら
と
た
の
し
む 

 
 

 
  

 
 
 

中
家
か
よ
子 

 
 

 
 

 
 

つ
つ
じ
咲
く
五
月
の
庭
は
一
番
と
夫
よ
ろ
こ
び
ぬ
ひ
と
日
見
て
を
り 

 
 

 
 

 

細
川
ミ
チ
ヨ 

塩
害
に
強
く
切
ら
れ
し
木
犀
の
生
き
ゆ
く
証
真
紅
に
芽
ぶ
く 

 
 

           

濵
田
順
子 

友
に
貰
ひ
し
す
ず
ら
ん
の
花
一
輪
が
楠
の
根
方
に
今
朝
咲
い
て
を
り 

 
 

  
 
 
 

塩
路
弘
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夏休み子ども講座 
 

 

       

      

 

    

 

 

 

【夏休み電気教室】 

 

【染物（みかん染）】 

 

【和紙で作るランプシェード】 

【硬筆教室】 

 

【
10

月
～
12

月
の
行
事
予
定
】 

【
中
央
公
民
館
】 

 
 

 

✱
文
化
展 

 
 

10

 

月 
29

 

日 

（
土
） 

か
ら  

11

 

月  

６  
日 

（
日
） 

ま
で 

 
 

 
 

✱
芸
能
発
表
会 

 
 

11

 

月 

23

 

日 

（
水
） 

 

✱
山
野
草
展
示
会  

 
 

11

 

月 

26

 

日 

（
土
） 

27

 

日 

（
日
） 

 

詳
細
は
、 

中
央
公
民
館

に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

 

   
 

     
 
 

 
 

     

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 

   
 

 

               
 

 
 

 
 

  
 

 

                

【
俳
句
】 

 
 

汗
拭
ひ
掴
み
し
智
辯
甲
子
園 

 
 

 
 

 
 

伊
藤 

秀
一 

 

 
 

コ
ロ
ナ
蔓
延
個
々
に
草
引
く
墓
掃
除 
 

 

上
本 

郁
子 

食
台
が
文
机
と
な
る
夜
の
秋 

 
 

 
 

 

片
山 

綾
子 

 
 

 
 

刻
々
と
過
去
に
な
る
今
炎
天
下 

 
 

 
 

小
谷 

か
お
り 

水
打
ち
て
心
の
襞
を
正
し
く
す 

 
 

 
 

小
山 

ひ
と
み 

 
 

風
向
の
変
は
り
て
よ
り
の
法
師
蝉 

 
 

 

坂
田 

妹
子 

 
 

あ
ゆ
づ
り
の
さ
お
の
重
さ
や
老
の
坂 

 
  

高
橋 

義
巳 

貸
本
屋
跡
形
も
無
く
つ
く
つ
く
し 

 
  

 
 

竹
中 

桃
代 

 

初
秋
や
洗
ひ
て
一
と
握
り
の
髪 

 
 

 

田
渕 

佳
根 

 

浜
木
綿
に
大
き
な
蝶
の
来
て
を
り
ぬ 

  

広
瀬 

峰
雄 

磯
か
ら
磯
へ
隧
道
抜
く
る
残
暑
か
な 

 

藤
田 

薫 

 

逃
げ
足
の
影
ま
で
は
や
き
夜
の
蜘
蛛 

 

山
下 

治
子 

 

青
空
の
小
窓
は
四
角
法
師
蟬 

 
 

 
 

吉
村 

美
恵
子 

灯
は
水
の
ご
と
く
に
廻
り
盆
燈
籠 

 
 

北
岡 

ゆ
み 

 

 

【報告】 中央公民館 

 新型コロナウイルス感染症が蔓延しているなか、感染防止対策をとりながら由良町

中央公民館で夏休み子ども講座（７講座）を開催することができました。 

 子ども達の真剣に取り組んでいる姿や楽しんでいる姿を見ると、夏休み中の行事と

して、これからも続けていきたいものです。 

 

【絵を描こう】 

【フラワーアレンジメント】 

【クッキング（パン作り）】 

由
良
町
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る 

 
 

 

英
会
話
教
室
開
催
に
つ
い
て 

中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
11

月
か
ら
月
２
回
、

全
６
回
の
英
会
話
教
室
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

講
師
は
ア
メ
リ
カ
出
身
の
ル
イ
ス
先
生
で
す
。 

と
て
も
分
か
り
や
す
く
教
え
て
下
さ
る
の
で
、

こ
の
機
会
に
ト
ラ
イ
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

 

 
 

み
な
さ
ん
、

一
緒
に
勉

強
し
ま
し

ょ
う
！ 

 

 


